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ジオだより
【三陸ジオフード】 牡蠣の旬は 《春》

～季節限定の海のミルク～

港から見える宮古市赤前
地区沖の養殖場。ここか
ら水揚げされる牡蠣の産
直「海のミルク」は目の
前にあります。

桜のたよりの季節となりましたが、三陸各地では
牡蠣の出荷の話題が続いています。牡蠣の旬といえ
ば「冬」のイメージがありますが、実は「春」の牡
蠣はうまみが増して、身も一段と大きくなり、ひと
きわ美味しいと言われます。夏場の産卵に向けて栄
養をたっぷり蓄える時期なのです。
牡蠣の養殖はリアス海岸特有の地形を活かして明

治初期から始まりました。親潮と北上山系からの川
を通じて豊富な栄養が流れ込んでいるので、三陸の
湾内には牡蠣の餌になる植物性プランクトンが多く、
また穏やかで水質も良いので美味しい牡蠣ができる
理想的な環境が整っているのです。

「花見かき」はカキのエリート

宮古市では三陸鉄道のイベント〈花見かき列
車〉が早々に満員御礼！ 商標登録している
「花見かき」はどこが違うのか？生産者さんに
お話を聞いてきました。
宮古湾は湾口が広く７~８㌔奥まで深く入り

込み海水の循環が活発で、奥の海底から湧き上
がる伏流水と閉伊川、津軽石川が注ぎ込み、藻
場、干潟も残っている恵まれた環境です。
「花見かき」は殻の大きさ１３センチ以上で

形も良いものだけを厳選し、さらに２か月以上
再び海に戻し実入りを良く育て上げたもので、
全体量のわずか１～２割ほど。まさに超エリー
トと呼ぶにふさわしい極上品です。

①「学ぶ防災」サイクリン
グツアー（宮古市）

②防災観光アドベンチャー
ゲーム（大船渡市）

③野田村内震災学習コンテ
ンツ視察（野田村）

防災を学習する場づくりモニター参加

岩手県では、三陸地域で実施されている防災・減災
に関する取組みを体系化し、地域全体を一つの大きな
震災学習フィールドとして活用していく仕組づくりを
進めています。その中で、３月に実施されたモニター

ツアーに参加しました。

花見かきは開店前に並んで待っていたお客様で即完売。
ショーケースには生産者さんの写真紹介もあり、大きな剥
き身がぎっしりと詰まった牡蠣がたくさん並んでいます。

いわて純情通信第３０号（特集より）参考
⇒https://www.iwate-syokuzaiclub.com/junjoutushin/

普通より３倍くらいの
のボリューム！
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スマホで読込むQRボックス
によって表示される画面



三陸ジオパーク現地推進員が記者となってお伝えするコーナー
今回の記者：菊池啓（いわて復興応援隊／岩手県沿岸広域振興局配置）

津波記念碑の存在意義について
～明治・昭和・平成と３つの時代の碑が並ぶ場所～

三陸沿岸各地には、甚大な被害をもたらした大津波の襲
来を記録した碑が多数建立されています。
先人は、大津波があった事実(その被害規模や状況等)、

教訓(避難喚起やここより下に家を建てるなというメッ
セージ等)を何とか後世の人々に伝えようと、あるいは亡
くなった方や行方不明になった方を慰霊するために石に文
字を刻んで残してきました。
これらの津波記念碑の中には、三陸ジオパークのサイト

として登録されているものもありますが、今回は釜石市唐
丹町本郷地区にある明治・昭和・平成と３つ時代の大津波
に関する碑が並んで建てられている場所を紹介いたします。

①海嘯（かいしょう）遭難記念之碑
1896(明治29)年６月に発生した明治の大津波で亡くなっ

た方々を供養するために、33回忌にあたる1928(昭和３)年
に建立されたもの。大津波の記録、後世への忠告、亡く
なった方への慰霊の言葉が刻まれていましたが、東日本大
震災の大津波で碑文の部分が破損し、その後、修復を施し
ましたが、破損部分はそのままとし現在は東日本大震災を
伝える震災遺構となっています。

②昭和八年津浪記念碑
1933(昭和８)年３月に発生した昭和の大津波による

被災からの復興へ願いを込めて、1959(昭和34)年に建立さ
れたもの。また、1934(昭和９)年に昭和の大津波からの復
興を願い植えられたという桜並木は現在も釜石における桜
の名所の1つであり、3年に一度「さくら祭り」が開催され、
大名行列が練り歩きます。

③津波記憶石「伝えつなぐ大津波」
2011(平成23)年３月の東日本大震災を経験した地元の小

学４年生から中学３年生までの91名が津波に対する学びと
教えを自分自身の言葉で残したメッセージが刻まれ、
2012（平成24)年に建立されたもの。当初は、審査をした
うえで優秀作品のみを刻む予定であったとのことですが、
それぞれのメッセージを読んだ際、これらを審査など出来
ないと全員のメッセージを刻むことにしたといいます。

本年１月にあったトンガ沖海底火山噴火に伴う津波は記
憶に新しいですが、気象庁による津波警報や注意報の発表
のタイミング、自治体による避難指示の在り方、そして何
より実際に避難した方が少なかったことについて報道の中
で課題として挙げられていました。
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大槌の津波記念碑
（明治・昭和）

唐丹町本郷の津波記念碑
（明治・昭和・平成）

③ 津波記憶石「伝えつなぐ
大津波」（平成）

両石の津波記念碑
（明治・昭和）

① 海嘯遭難記念之碑
（明治）

「印象的なメッセージ」

② 昭和八年津浪記念碑 ①と②の説明看板

今回、本記事を作成するにあたり、改めて現
地を訪れ、当時の小中学生が残した言葉を確認
した中で「100回逃げて、100回津波が来なくて
も101回目も必ず逃げて！」というメッセージ
が特にわたしの心に残りました。
三陸沿岸各地に建つ数々の津波記念碑等に刻

まれた言葉は、我々が今後の防災や減災に活か
さなければならない、重要なメッセージなのだ
と思います。

ジオサイト

《編集後記》
１月号から「春のたより」をお届けしてきました

が、一気に夏を思わせる天気になった今月。全国初
の真夏日の記録が宮古市！のニュースにたまげまし
たが、梅も桜も一緒に咲いているので、心なしかと
ても忙しそうに思えます（笑）これからの時期は、
さまざまな植物が育ってきますが、その地に育つ植
物にはそれぞれに適している条件があるはず。そん
なことを考えながら歩くと新たな発見がありますね。

～と～
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